
●この度はキタコ製品をお買い求め頂き誠に有り難うございます。説明文を良く理解して正しい取付を行って下さい。
●装着には当製品の他に、各種専用工具が別途必要です。
●装着後も当用紙をセッティングマニュアルとして、ご使用下さい。
※��用�品���に�いては説明�が�っていま��ので、この説明�は��に��して下さい。��用�品���に�いては説明�が�っていま��ので、この説明�は��に��して下さい。

■��������������������������������������������
●この���は���専用��です。�って、��は�����コ��専用での使用を��としてい��、����で使用さ����は、�この���は���専用��です。�って、��は�����コ��専用での使用を��としてい��、����で使用さ����は、���です。�って、��は�����コ��専用での使用を��としてい��、����で使用さ����は、�

路運搬車輌法及び、�路交通法に�い、法定内での運転を心掛けて下さい。��、�路交通法��は、�て運転���の��とし、当�は��、�路交通法��は、�て運転���の��とし、当�は�路交通法��は、�て運転���の��とし、当�は�て運転���の��とし、当�は運転���の��とし、当�は��の��とし、当�は
��の��を負いま��ので御了承下さい。。

●他�製品を装着す�ことにより、i-map ※）のセッティングが必要な��がございます。（弊�マフラ�との組み��ではノ�マル ECU の�
正範囲でセッティングが出てい�状態ですが、��シングマフラ�等の組み��ではサブコン等でのセッティングが必要な��があります。）

※ Z125PRO 用インジェ�ションコント��ラ�開発中
　セッティングがそのままの状態で走行す�と�ワ�アップできないばかりか、焼き付き、破損等の原因にもなります。必ずエンジンに見�っ

たセッティングを施して下さい。
●取付説明�の��通りに正しく取付をおこなって下さい。�、��さ�てい���工��の�工はしないで下さい。取付説明�の��通りに正しく取付をおこなって下さい。�、��さ�てい���工��の�工はしないで下さい。
●組み付け及び、セッティング��は必ず�����のあ��が行って下さい。また���品の��等が理解できない�は必ず、専��の�組み付け及び、セッティング��は必ず�����のあ��が行って下さい。また���品の��等が理解できない�は必ず、専��の�

当者�は、当�までご相談下さい。
●エンジン�イルはな�し運転�了後（� 1���m）、必ず�品のエンジン�イルに交�して下さい。エンジン�イルはな�し運転�了後（� 1���m）、必ず�品のエンジン�イルに交�して下さい。1���m）、必ず�品のエンジン�イルに交�して下さい。）、必ず�品のエンジン�イルに交�して下さい。
●エンジンの��により、�ルト、�ット�が�����があります。走行�は必ず、各�の�ルト、�ット�の�まり具�を��して下さい。エンジンの��により、�ルト、�ット�が�����があります。走行�は必ず、各�の�ルト、�ット�の�まり具�を��して下さい。
●各����を必ず、��（��������等）で��し、�イルライン�の�まり等が�いか、エア���タ�等を使用して、必ず��各����を必ず、��（��������等）で��し、�イルライン�の�まり等が�いか、エア���タ�等を使用して、必ず��

して下さい。
●���各�を組み�て��に必ず、使用さ��エンジン�イルを��しなが���を行って下さい。���各�を組み�て��に必ず、使用さ��エンジン�イルを��しなが���を行って下さい。
●この���を装着す�ことにより、出���がノ�マルと�なりますので、その出�に見�ったブ��キの��、���定�の��等を施し、この���を装着す�ことにより、出���がノ�マルと�なりますので、その出�に見�ったブ��キの��、���定�の��等を施し、

十分注意してライディングして下さい。
●�����ェッ�の�、シ�ン���でプラグを����さ��行�は、��に行�ないで下さい。��し、�発しますのでご注意下さい。�����ェッ�の�、シ�ン���でプラグを����さ��行�は、��に行�ないで下さい。��し、�発しますのでご注意下さい。シ�ン���でプラグを����さ��行�は、��に行�ないで下さい。��し、�発しますのでご注意下さい。行�は、��に行�ないで下さい。��し、�発しますのでご注意下さい。は、��に行�ないで下さい。��し、�発しますのでご注意下さい。、��に行�ないで下さい。��し、�発しますのでご注意下さい。下さい。��し、�発しますのでご注意下さい。。��し、�発しますのでご注意下さい。。
●取���際���車種ごと�メーカーサービスマニュアルと合わせ�取�作業を行っ����。

十分な�気をして下さい。
��中は揮発�の高いガソ
�ンを使用します。長時間
密閉さ�た室内で��をし
ますと身体に有害です。

エンジン��中、��後は
シ�ン��や�ラン�ケ�
�、エキ�イ等が�変高熱
になっていますので、不用
意にふ�てはいけま��。

当用紙は��トバイ��の
基��な知識を持った�を
�象にしています。技�や
知識をお持ちにな�ない�
は��を行�ないで下さい。

お気付きの点や、�常を発
見した��は直ちに走行
を停止して、当�まで、ご
連絡下さい。

火気厳禁
��中は���の非常に高
いガソ�ンを使用しますの
でタバコ等は厳禁です。

�����ェッ�の�、シ�シ�
ン���でプラグを����
さ��行�は、��に行�な行�は、��に行�なは、��に行�な、��に行�な
いで下さい。��し、�発し下さい。��し、�発し。��し、�発し
ますのでご注意下さい。。

仕様緒元 必要工具及び�����
●排気量：124cc
　ノ�マルサイ�〔�ア〕56.�X〔�ト���〕5�.6mm
●圧縮比 12.1:1（ノ�マル 9.8：1）
●使用燃料：�鉛プ�ミアムガソ�ン
●バルブ��アラン�標準値（冷間時）
　IN バルブ：�.�6 ± �.�2mm 　EX バルブ：�.1� ± �.�2mm

●各種��工具　
●シッ�ネ�ゲ�ジ ( 市販品 )

�須オプションパーツ（別途お買い求め下さい）
���名 商品コ�� 個数 �考

推奨
エンジン�イル

eIf MOTO4 プ�テッ�  5w4� 1L 968-2����21 × 1
PANOLIN STREET 4T RACE 1�W/5� 1L 968-2996��1 × 1

� �！
●エンジン��の��を最�限に�き出す�、当�製マフラ�に交�して下さい。他�製マフラ�等をご使用の��は燃�セッティングが必要です。す�、当�製マフラ�に交�して下さい。他�製マフラ�等をご使用の��は燃�セッティングが必要です。
●ガソ�ンはガソ�ンは�鉛プ�ミアムを使用して下さい。高圧縮の�、��ュラ�ではノッキング等の原因となります。高圧縮の�、��ュラ�ではノッキング等の原因となります。
※ハイコンプピ�トンのみのご使用はお控えください。効果を得�ないばかりか最悪の��、破損す�恐�があります。

パッキングリスト　（　）内の個数は 1SET の内容数 ハイ��ピ�トン ハイコンプ
図�号 ���名 商品コ�� 355-4�3�1�� 35�-4�3�1�� �考

A ハイカムシャフト 3��-4�3���� × 1 -
B1 φ 56 ハイコンプピ�トン56 ハイコンプピ�トンピ�トン 351-4�21��� × 1 × 1
B2 φ 56 ピ�トン�ング（�.8-�.8-1.5）56 ピ�トン�ング（�.8-�.8-1.5）ピ�トン�ング（�.8-�.8-1.5） 352-4�21��� × 1 × 1
B3 ピ�トンピン 13 × 4� × 84� × 8× 88 353-���134� × 1 × 1
B4 ピ�トンピン��ップ 13mm 354-����13� × 22 × 22
C1 ヘッ�ガ�ケット　（φ 56）56）） 961-4�21��� × 1 × 1
C2 ベ���ッキン 962-4�21��� × 1 × 1
C3 インテ���イプサイ�ガ�ケット 95�-4�3���� × 1 × 1
C4 ヘッ�サイ�ガ�ケット 966-4�3���� × 1 × 1

OP1 EX ガ�ケット　（K-12） 7�-963-14�12 × 1 ※ × 1 ※ ※�プション���

OP2 �タン�ット 3�3-1�13711 × 2 ※ × 2 ※ ※�プション���

F：（xとyの差）
G：（xまたはyで上・中・下段の差）

シリンダー

クランクシャフト

バルブ

バルブガイド バルブスプリング

A
C

DB

シリンダーヘッド/シリンダー合面カムチェーン

E

G

F

x

y

I

I
J

H

K K

カムチェーンを持ち上げ、亀裂、
固着がないか確認。
亀裂、固着があればカムスプロ
ケットと共に交換。

カムチェーンガイド / テンショナーガイド
亀裂、偏摩耗があれば交換。

カムチェーンテンショナー
テンショナープッシュロッド先端の変形、
亀裂がないか確認（Oリングも同様）
亀裂、偏摩耗があれば交換。

固着

シリンダーとシリンダーヘッド合面の
歪みをストレートエッジ、シックネス
ゲージ等を使用し点検する。歪みが生
じている場合は定盤にサンドペーパー
を置き、合面を8の字を書くように動
かし研磨する。
※研磨は最小限に留めておくこと。

サービスガイド（摩耗や破損があ���は�品の純正���に交�して下さい）
項 � 標 準（mm） 使用限度（mm） 注意�項

バルブ

バルブガイ�

A �テム�径
IN 4.475 ～ 4.49� 4.46
EX 4.462 ～ 4.472 4.44

B ガイ�内径 IN/EX 4.5�� ～ 4.512 4.58

C バルブシ�ト当り幅 IN/EX �.8� ～ 1.15 -

光明丹でバルブシ�トの当たり幅
の点検。バルブシ�トに不均�な
当たりになってい���はシ�ト
再研磨が必要。

バルブ�プ�ング D 自由長 IN/EX 36.8 35.5 ピッ�の狭い�を燃焼室側に装着

シ�ン��
E 内径 55.986 ～ 55.998 56.�9 �品も再度測定を行うこと。シ�

ン��、シ�ン��ヘッ��面に
歪みが生じ���、面研磨が必要。

F 真円度 �.�1 �.�5
G 円筒度 �.�1 �.�5

�ラン�シャフト

H
コン�ッ��端�

サイ���アラン� �.1 ～ �.2 �.4
�ラン�シャフトベア�ングが滑
�かに回�か��。

I ラジアル��アラン� �.��6 ～ �.�2� �.�7
J コン�ッ�小端� 内径 13.��3 ～ 13.�14 13.�5
K �ラン�シャフトの�� TIR �.�3 �下 TIR �.�8

ハイパーピストン KIT　No.�/3
商品コ�� （ハイ�� P-KIT）355-4�3�1�� （ハイコンプ P-KIT）35�-4�3�1�� ※ （ハイカムシャフト）3��-4�3����3��-4�3����
適�車種 Z125 プ�（BR125H）

純正���を使用す��に各���の基準値及び、使用限度を必ず点検して下さい。摩耗や破損があ���は�品の純正���をご使用下さい。
また�品のシ�ン��でも歪�でい���があります。その��、下�に�って��を行って下さい。
点検�ずに組み付け�とエンジントラブルの原因となります。！

組��け�あたっ�����記���事項を守っ����



ハイパーピストン KIT　No.�/3
商品コ�� （ハイ�� P-KIT）355-4�3�1�� （ハイコンプ P-KIT）35�-4�3�1�� （ハイカムシャフト）3��-4�3����3��-4�3����
適�車種 Z125 プ�（BR125H）

B2

B3

B4

B1C2

C4

C3

OP2 N3

N4

N7

N4

N9
N8

N1

N1

N4

N7

■シリンダー部のパーツ

C1

OP1

A

OP2

付属されていないパーツは基本的にノーマルパーツを再使用します。
再使用するパーツに傷、へたり、摩耗等の劣化が著しい場合は新品と交換して下さい。
組み付け前に各パーツの洗浄を行って下さい。

マークは使用するエンジンオイルを塗布

注意マークは表の備考覧、詳細事項参照

N2

N5

N6

別紙No.3参照
別紙No.3参照

別紙No.3参照

別紙No.2参照
分解時、注意
別紙No.3参照

脱着時、チェーンがクランクケース内に落ちない
ように針金で結んでおくと作業がし易くなります

ピストンの
EXマークは
排気側へ

カムシャフトの組付
（デコンプ機能部品の
 移設について）参照

締付け手順
【1】→【6】

インジェクター及び関連パーツ�取扱����
インジェ�タ�の脱着時、インテ���イプ等インジェ�
タ������、フュ�エルホ��には��にホコ�などが
��ない様ご注意下さい。万が�ホコ�等が�ってしまうと
インジェ�タ�が��まりを起こし正常に��しなくな�
恐�があります。

�付トル�：N・m（1�gf・ｍ :9.8�665N・m）
図�号 ���名 個数 N・m
N1 M8 キャップ�ット × 4 22
N2 M6 × 1�6 �ルト × 2 12
N3 M8 フランジ�ット × 2 12
N4 M6 × 2� �ルト × 8 5.2
N5 M6 × 12 キャップ�ルト × 2 12

図�号 ���名 個数 N・m
N6 M6 × 14 皿ネジ × 2 5.2
N7 タペットアジャ�ト�ット × 2 8.8
N8 M6 × 25 六角フランジ�ルト × 2 5.2
N9 カム�ェ�ンテンショ��キャップ�ルト × 1 5.2

ピストンピンクリップ�脱�方法
1）ピン��ップをラジ�ペン�で�み、ピン�）ピン��ップをラジ�ペン�で�み、ピン�

�ップの�い口をピ�トンの�い口付近までた
ぐり寄�ます。

2）ピン��ップの�い口の�をラジ�ペン�で）ピン��ップの�い口の�をラジ�ペン�で
�み内側に�き込み、�側へひっぱり出して�
します。

3）�っくりと回転さ�なが�、ピン��ップを）�っくりと回転さ�なが�、ピン��ップを
�します。

※ピン��ップが�け��恐�があります。十分注意して��をおこないまし�う。ピン��ップが�け��恐�があります。十分注意して��をおこないまし�う。
●ピン��ップの取り付けは取り�した逆��でセットして下さい。

1 2 3

ピンクリップ

ラジオペンチ

※ピストン及びリングに
必ず使用するエンジン
オイルを塗布して下さい。

刻印

刻印

2cm2cm

5.トップリング 4.セカンドリング

1エキスパンダ
3.サイドレール2.サイドレール

120°

120°120°

5

4

1

2

3

ピストンリング�取�
ピ�トン�ングを図の様に取り付けます。

“POINT”
●�ングの�い口を図の様に�り分けて下さい。
●トップ�ング、セカン��ングは刻印があ��を��き（ヘッ��き）に
●エキ��ン�及び、サイ���ルには�下の�きはありま��。

図中の���デ�タ（番号�に取り付けて下さい）
番号 ���名称 個数

1 エキ��ン� × 1
2/3 サイ���ル（�下共通） × 2
4 セカン��ング（黒色） × 1
5 トップ�ング（白色） × 1

※ピ�トンの装着の�きは EX マ��を排気側に�けます。

▼�付トル�：N・m（1�gf・ｍ :9.8�665N・m）
図番号 ���名 個数 仮� ��
N1 M8 キャップ�ット × 4 13 22
N2 M6 × 1�6 �ルト × 2 5.9 12

シリンダーヘッドボルト締付順序

①

②

N1

⑥

⑤

③

④
N2

カムシャフト�組��デコンプ機能部��移設�����
分解�法
※デコンプ�品の移�には、ラジ�ペン�とピンセット等を使用します。
・〔Fig.7〕に�してい� (B) �品が�び出ていない状態で、(A) を�Fig.7〕に�してい� (B) �品が�び出ていない状態で、(A) を�〕に�してい� (B) �品が�び出ていない状態で、(A) を�(B) �品が�び出ていない状態で、(A) を��品が�び出ていない状態で、(A) を�(A) を�を�

が付かないようラジ�ペン�で摘みなが��き抜きます。
・(B/C) の�品がカムシャフト内に�ってい�ので、ピンセット等で(B/C) の�品がカムシャフト内に�ってい�ので、ピンセット等での�品がカムシャフト内に�ってい�ので、ピンセット等で

(C) �プ�ングをず�して抜き取ります。�プ�ングをず�して抜き取ります。

組��法
ハイカムシャフトにデコンプ�品を移�します。
・ピンセット等で (C) を圧縮しなが�、カムシャフト内�に挿�します。

〔Fig.8〕
・(B) を (C) の内側に��てか��きを正します。〔Fig.9〕
・(D) 側の孔か�ピンセット等で (B/C) を押し�げなが�、(A) を挿�し

ます。〔Fig.1�〕

(B) (C)(A)

カムシャフト断面図

デコンプ部品 
〔Fig.7〕

デコンプ部品 

カムシャフトの分解

〔Fig.9〕カムシャフト断面図
(C)

〔Fig.8〕カムシャフト断面図

(B)

(C)

〔Fig.10〕カムシャフト断面図

カムシャフトの組立

(A)

(B)

(D)

https://youtu.be/i9dvnEsedtc

純正再使用

(B)
(A)

(C)



ハイパーピストン KIT　No.�/3
商品コ�� （ハイ�� P-KIT）355-4�3�1�� （ハイコンプ P-KIT）35�-4�3�1�� （ハイカムシャフト）3��-4�3����3��-4�3����
適�車種 Z125 プ�（BR125H）

カムシャフトスプロケット�脱�方法
●取�し
1）�ルタネ�タ�フライホイ�ルの「T マ��」が�ラン�ケ��の位置���マ��に�ってい��を��して下さい。（図参照）
2）カムシャフト�ェ�ンテンショ��を取り�します。（�ェ�ンテンショ��図参照）
注意！
カムシャフト�ェ�ンにた�みがあ�時は、�ェ�ンを��に�っ張りなが��ラン�シャフトを回して下さい。た�みがあ�と�ラン�シャ
フト側の�プ�ケットと�ラン�ケ��の間に�ェ�ンがかみ込み、破損す�恐�があります。こ�により下側（�ラン�シャフト）
�プ�ケットの�ェ�ンがた�みま��。
●取付
1）ピ�トンを圧縮��点位置にす��、）ピ�トンを圧縮��点位置にす��、�ルタネ�タ�フライホイ�ル（�ラン�シャフト）を�時���に回し、フライホイ�ルの���マ�

�� T �と�ラン�ケ��の�いマ��を��さ�、カム�プ�ケットの�I�マ��がシ�ン��ヘッ�の�いマ��に�ってい��を� T �と�ラン�ケ��の�いマ��を��さ�、カム�プ�ケットの�I�マ��がシ�ン��ヘッ�の�いマ��に�ってい��をと�ラン�ケ��の�いマ��を��さ�、カム�プ�ケットの�I�マ��がシ�ン��ヘッ�の�いマ��に�ってい��を�I�マ��がシ�ン��ヘッ�の�いマ��に�ってい��をマ��がシ�ン��ヘッ�の�いマ��に�ってい��を
��します。��していない��は、カム�プ�ケットの再組み付けを行います。

3））�ルタネ�タ���タ��ットを工具にかけて�ラン�シャフトを固定し、カム�プ�ケット�ルトを�め付けます。（�ルトにネジ�ッ
�剤��）

4）カムシャフト�ェ�ンテンショ��を取り付けて下さい。（�ェ�ンテンショ��図参照）
5）バルブタイミングを�のように点検して下さい。カムシャフトを�時���に 2 回転さ�、�ラン�シャフトが��点に�たとこ�でバ）バルブタイミングを�のように点検して下さい。カムシャフトを�時���に 2 回転さ�、�ラン�シャフトが��点に�たとこ�でバ2 回転さ�、�ラン�シャフトが��点に�たとこ�でバ回転さ�、�ラン�シャフトが��点に�たとこ�でバ

ルブタイミングを再点検します。（タイミングマ��が�ってい���は、バルブのタイミングは正しい）
注意！
カムシャフトのタイミングが�っていない状態で�ラン�シャフトを回転さ��と、バルブが互いに�はピ�トンに接触し、バルブが曲が�
原因となります。�ラン�シャフトを回してい�時に何�かの抵抗を感じた��は、直ちに止めてバルブのタイミングを点検して下さい。

バルブクリアランス�設定
1）�ラン�シャフトを�時���に回し、フライホイ�ルの�T�マ��を�ラン�ケ��の�いマ��に���ます。�T�マ��を�ラン�ケ��の�いマ��に���ます。マ��を�ラン�ケ��の�いマ��に���ます。
※吸気バルブ（�ッカ�ア�ム）が下がって再び�が�位置でフライホイ�ルの�T�マ��ラインを���ます。�T�マ��ラインを���ます。マ��ラインを���ます。
2）アジャ�ト���ュとバルブ�テムの間にシッ�ネ�ゲ�ジを��、インテ��、エキ���トのバルブ��アラン�を点検します。）アジャ�ト���ュとバルブ�テムの間にシッ�ネ�ゲ�ジを��、インテ��、エキ���トのバルブ��アラン�を点検します。
●バルブ��アラン�標準値 （冷間時） （冷間時）（冷間時）
 IN バルブ ：�.�6 ± �.�2mm
 EX バルブ：�.1� ± �.�2mm
��
1）��は�ッ��ットを��め、アジャ�ト���ュを回して�定のバルブ��アラン�に��します。��後、アジャ�ト���ュを固）��は�ッ��ットを��め、アジャ�ト���ュを回して�定のバルブ��アラン�に��します。��後、アジャ�ト���ュを固

定した状態で�ッ��ットを�め付けます。�ッ��ット�め付け後、再度バルブ��アラン�を点検します。
 （�め付けトル�：8.8N・m )8.8N・m )8N・m )N・m )・m )m )
2）各ホ�ルキャップの O- �ングの状態を点検し、必要があ�ば交�し、O- �ングにエンジン�イルを��し、バルブアジャ�トホ�ルキャッ）各ホ�ルキャップの O- �ングの状態を点検し、必要があ�ば交�し、O- �ングにエンジン�イルを��し、バルブアジャ�トホ�ルキャッO- �ングの状態を点検し、必要があ�ば交�し、O- �ングにエンジン�イルを��し、バルブアジャ�トホ�ルキャッ�ングの状態を点検し、必要があ�ば交�し、O- �ングにエンジン�イルを��し、バルブアジャ�トホ�ルキャッO- �ングにエンジン�イルを��し、バルブアジャ�トホ�ルキャッ�ングにエンジン�イルを��し、バルブアジャ�トホ�ルキャッ

プ、カム�プ�ケットカバ�、�ルタネ�タ���タ�キャップ、タイミング点検キャップを取り付けます。

カムスプロケット
“I”合わせマーク

シックネスゲージタペットアジャストレンチ

締め付けトルク：8.8Ｎ・m

オルタネーター
ローターキャップ

タイミング点検キャップシリンダーヘッド
（突起部）合いマーク

フライホイール（ローター）
（突起部）合わせマーク

フライホイール
“T”マークライン

タイミングホール

カムチェーンテンショナーの調整　

プッシュロッドプレート

8.5mm

3.5

7

1
6
m
m

板厚：1mm以下

10mm

圧縮上死点 / バルブクリアランスの調整
バルブクリアランスは、圧縮上死点(各合わせマークが合わさった状態)でクリアランス調整します。

(A)

(B)

〔Fig.1〕 〔Fig.2〕

〔Fig.3〕
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カムシャフト�ェ�ンテンショ��に�いて
�� ��
カムシャフトチェーンテンショナーはノンリターン式ですので、プッシュロッドが一旦、
突き出ると元に戻りません。テンショナー取り外し時、テンショナー本体がシリンダー
から一旦、離れたら完全に取り外して下さい。途中から取り付けると破損の原因となりま
す。テンショナーを取り外している間、クランクシャフトを回さないで下さい。
カムシャフトチェーンのタイミングが狂う等、破損の原因となります。

●テンショ��の取�しテンショ��の取�し
・カム�ェ�ンテンショ��キャップ�ルトを取り�し、�ェ�ンテンショ��取り付け�ルト (A) を�(A) を�を�

してか�、(B) は��に�めます。〔Fig.1〕(B) は��に�めます。〔Fig.1〕は��に�めます。〔Fig.1〕Fig.1〕〕
・プッシュ�ッ�が伸びた状態では、�タ�タ�モ�タ�とテンショ��が干渉し、テンショ��を取り

�すことができない�、マイ���ライバ�を使用してテンショ���体を時���に回してプッシュ
�ッ�を圧縮しなが�、テンショ���体と (B) を取り�します。(B) を取り�します。を取り�します。

●テンショ��の取付テンショ��の取付
・マイ���ライバ�を使用してテンショ���体を時���に回してプッシュ�ッ�を圧縮しなが�

�ッ�の突起をテンショ���体か� 1�mm の位置まで移�さ�ます。〔Fig.2〕1�mm の位置まで移�さ�ます。〔Fig.2〕の位置まで移�さ�ます。〔Fig.2〕Fig.2〕〕
※テンショ��を取り付け��に�ッ�を�時�回りに回さないでください。�ッ�が分テンショ��を取り付け��に�ッ�を�時�回りに回さないでください。�ッ�が分

離して再取り付けできなくな����があります。
・ 図のようなプッシュ�ッ�プ��トを使用して�ッ�の位置を�持した状態でシ�ン��に取り付け 図のようなプッシュ�ッ�プ��トを使用して�ッ�の位置を�持した状態でシ�ン��に取り付け図のようなプッシュ�ッ�プ��トを使用して�ッ�の位置を�持した状態でシ�ン��に取り付け

て下さい。
※テンショ���体のマ��が車体��にな�よう取り付けます。〔Fig.3〕テンショ���体のマ��が車体��にな�よう取り付けます。〔Fig.3〕Fig.3〕〕
・テンショ���体の取り付け�了後プ��ト�してキャップ�ルトを取り付けて下さい。

●製�には万�を�しておりますが、万�当�の製��の原因によ�品�不良がありま製�には万�を�しておりますが、万�当�の製��の原因によ�品�不良がありま
した��は同様、同数の�しい製品とお取り替え、�は�償�理�しますが、そ�に
伴う�障、破損、��等に�いての���代金、��費用の代償はご容赦下さい。

■���保証����
〒 577-��15
東�阪市長田 3-8-13
TEL.�6-6783-5311（代）
FAX.�6-6782-�74�
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